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議
員

市
長
に
就
任
以
来
七

か
月
が
経
過
し
、
新
平
塚
市

総
合
計
画
・
改
訂
基
本
計
画

第
三
次
実
施
計
画
の
策
定
や

十
六
年
度
の
当
初
予
算
編
成

に
も
着
手
さ
れ
て
い
る
が
、

市
長
は
現
在
の
財
政
状
況
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

市
長

就
任
時
に
お
い
て
は
、

市
債
残
高
減
に
伴
う
公
債
費

の
減
少
や
職
員
数
の
削
減
に

伴
う
人
件
費
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
比
較
的

財
政
状
況
に
は
明
る
い
兆
し

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。

し
か
し
、
現
状
は
競
輪
事
業

に
お
け
る
車
券
売
り
上
げ
の

減
少
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ

る
医
療
費
な
ど
の
負
担
増
や

景
気
の
低
迷
に
よ
る
扶
助
費

の
増
加
が
例
年
以
上
に
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
近
年
に
な

い
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

議
員

財
政
は
近
年
に
な
く

厳
し
い
と
い
う
認
識
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
市
政
運
営
を
行

っ
て
い
く
考
え
な
の
か
。

市
長

「
行
政
が
負
う
べ
き

責
任
を
果
た
せ
る
の
か
」
と

い
う
視
点
か
ら
市
政
運
営
を

考
え
、
優
先
課
題
や
市
民
参

画
で
の
観
点
で
事
業
展
開
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

市
長
の
公
約
は
ど
の

よ
う
に
予
算
に
反
映
さ
せ
る

考
え
で
い
る
の
か
。

市
長

十
六
年
度
か
ら
の
第

三
次
実
施
計
画
に
位
置
づ
け
、

予
算
を
計
上
し
て
い
き
た
い
。

議
員

事
業
や
施
策
の
選
択

に
当
た
っ
て
は
、「
時
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト
（
公
共
事
業
再

評
価
ル
ー
ル
）」
と
い
う
考

え
方
を
取
り
入
れ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
基
準
で
行
う
の
か
。

市
長

継
続
し
て
実
施
し
て

い
る
事
業
が
「
時
の
変
化
」

と
い
う
視
点
か
ら
適
切
で
あ

る
か
ど
う
か
を
基
準
と
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

老
朽
化
し
た
市
庁
舎
等

公
共
施
設
の
再
整
備

議
員

近
年
の
本
市
の
財
政

力
指
数
は
県
下
で
も
良
好
な

数
値
を
示
し
て
い
る
が
、
十

四
年
度
の
経
常
収
支
比
率
は
、

八
八
・
五
％
で
あ
り
、
財
政

は
硬
直
化
し
て
い
る
。
市
庁

舎
等
の
老
朽
化
し
て
い
る
施

設
の
再
整
備
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

こ
れ
ら
大
型
施
設
が

今
定
例
会
の
総
括
質
問
で
は
、
新
平
塚
市
総
合
計
画
・
改
訂
基
本
計
画
第
三
次
実

施
計
画
の
策
定
を
は
じ
め
平
塚
市
の
組
織
改
革
に
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。

経
済
の
分
野
で
は
、
競
輪
事
業
の
売
り
上
げ
状
況
、
環
境
の
分
野
で
は
、
里
山
づ

く
り
の
今
後
の
展
開
、
福
祉
の
分
野
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
利
用
実
態
、
教
育
の

分
野
で
は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
や
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
追
加
提
案
さ
れ
た
新
町
工
場

跡
地
購
入
に
か
か
る
債
務
保
証
に
つ
い
て
も
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
質
疑
内
容
を
、
各
常
任
委
員
会
で
の
質
疑
も
併
せ
て
二
〜
八
面
に
ご
紹

介
し
ま
す
。（
質
問
を
行
っ
た
議
員
名
は
、
こ
の
紙
面
の
下
段
に
掲
載
し
ま
す
。）

議
員

今
回
、
十
六
年
度
か

ら
の
第
三
次
実
施
計
画
の
ス

タ
ー
ト
に
あ
わ
せ
、
新
た
な

部
を
設
置
す
る
等
の
市
の
組

織
改
革
が
提
案
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
組
織
改
革
の
基
本

的
な
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

市
長

地
方
分
権
が
進
展
す

る
中
で
、
行
政
需
要
の
増
加

や
多
様
化
へ
の
対
応
、
時
代

の
要
請
に
応
え
た
施
策
の
展

開
、
効
果
的
な
行
政
運
営
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
さ

ら
に
は
第
三
次
実
施
計
画
の

円
滑
な
推
進
を
観
点
に
進
め

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
防
災

安
全
部
や
消
費
生
活
担
当
の

新
設
、
工
事
お
よ
び
備
品
等

の
購
入
の
契
約
事
務
の
一
元

化
、
税
務
事
務
の
再
編
な
ど

を
行
い
、
市
民
生
活
の
安
全

や
効
果
的
な
事
務
の
執
行
を

議
員

新
平
塚
市
総
合
計
画
・

改
訂
基
本
計
画
の
第
三
次
実

施
計
画
は
、
十
六
年
度
か
ら

三
年
間
の
主
要
な
事
業
を
定

め
る
こ
と
に
な
る
が
、
事
業

の
立
案
に
当
た
っ
て
、
事
業

計
画
の
評
価
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
た
の
か
。

市
長

事
業
の
目
的
の
妥
当

性
等
を
評
価
す
る
合
目
的
性
、

実
現
性
な
ど
六
項
目
を
設
定

し
て
評
価
を
行
い
、「
実
施
計

画
に
位
置
づ
け
る
事
業
」
な

ど
の
三
つ
に
区
分
し
た
。

議
員

第
三
次
実
施
計
画
の

実
施
に
当
た
っ
て
市
長
の
基

本
的
な
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

市
長

市
政
運
営
の
基
本
で

あ
る
市
民
と
行
政
が
協
働
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、「
ひ

と
、
ま
ち
、
自
然
み
ん
な
で

創
る
い
き
い
き
ひ
ら
つ
か
」

の
実
現
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

事
業
の
実
施
結
果
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

議
員

各
部
内
に
政
策
担
当

を
設
け
た
が
、
企
画
課
の
位

置
づ
け
は
ど
う
な
る
の
か
。

企
画
部
長

広
範
多
岐
に
わ

た
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

対
応
す
る
た
め
、
各
担
当
部

署
で
検
討
し
た
内
容
を
政
策

と
し
て
決
定
し
て
い
く
段
階

で
、
企
画
課
は
全
体
的
な
調

整
や
関
係
部
署
と
の
連
携
を

図
る
こ
と
と
な
る
。

組
織
の
ス
リ
ム
化

議
員

今
回
の
組
織
改
革
で

は
、
一
部
、
一
課
、
二
担
当

の
増
と
な
る
が
、
組
織
の
ス

リ
ム
化
に
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
だ
の
か
。

助
役
・
企
画
部
長

数
的
に

は
増
え
て
い
る
が
、
基
本
的

に
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ

ル
ド
の
考
え
方
で
組
織
改
革

を
進
め
て
き
た
。
結
果
的
に

増
と
な
っ
た
が
、
課
や
担
当

の
整
理
統
合
や
廃
止
を
行

い
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
課
題

に
取
り
組
む
体
制
づ
く
り
を

行
っ
た
。

ど
う
評
価
し
て
い
く
の
か
。

市
長

計
画
の
着
実
な
推
進

と
事
業
実
績
を
次
年
度
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
た
め
、

継
続
的
に
計
画
事
業
の
進
行

管
理
評
価
を
行
っ
て
い
く
。

次
期
総
合
計
画

策
定
の
考
え
方

議
員

新
平
塚
市
総
合
計
画

に
係
る
改
訂
基
本
計
画
と
第

三
次
実
施
計
画
は
、
十
八
年

度
で
終
了
す
る
が
、
次
の
総

合
計
画
策
定
の
考
え
方
を
伺

い
た
い
。

市
長

現
在
の
総
合
計
画
を

策
定
し
た
当
時
と
現
在
で
は
、

社
会
経
済
情
勢
な
ど
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
た
め
、
十

六
年
度
か
ら
計
画
策
定
に
入

る
予
定
の
次
の
総
合
計
画

は
、
基
本
構
想
か
ら
見
直
し

を
行
っ
て
い
く
。
時
代
の
変

化
に
柔
軟
に
、
ま
た
的
確
に

対
応
で
き
、
市
民
共
有
の
目

標
と
な
る
平
塚
の
将
来
都
市

像
を
明
ら
か
に
す
る
計
画
を

策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

老
朽
化
し
、
再
整
備
が
迫
っ

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
お

り
、
財
政
状
況
や
全
体
の
事

業
費
等
を
勘
案
し
て
十
九
年

度
か
ら
始
ま
る
新
し
い
総
合

計
画
に
位
置
づ
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

中
・
長
期
の
財
政
計
画

議
員

本
市
の
今
後
の
十
年

間
に
は
、
新
環
境
事
業
セ
ン

タ
ー
や
新
市
庁
舎
の
建
設
、

駅
周
辺
整
備
等
の
大
型
事
業

が
迫
っ
て
い
る
た
め
、
中
・

長
期
の
財
政
計
画
を
明
ら
か

に
し
た
「
平
塚
市
財
政
ビ
ジ

ョ
ン
」
の
作
成
が
必
要
と
考

え
る
が
、見
解
を
伺
い
た
い
。

市
長

日
本
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
伴
い
世
界
経
済
の

影
響
が
大
き
い
た
め
、
長
期

の
経
済
予
測
が
難
か
し
く
、

国
の
税
制
改
革
等
の
動
向
に

よ
り
市
税
収
入
が
大
き
く
左

右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
長
期

の
財
政
見
通
し
を
的
確
に
把

握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
財
政
ビ
ジ
ョ
ン

の
作
成
は
非
常
に
難
か
し
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員

来
年
度
の
当
初
予
算

編
成
は
、
市
長
就
任
後
、
初

め
て
手
が
け
る
通
年
予
算
で

あ
る
が
、
予
算
編
成
の
基
本

的
な
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

市
長

予
算
編
成
の
基
本
方

針
は
、
第
三
次
実
施
計
画
の

推
進
、
行
政
改
革
の
推
進
、

市
民
参
加
・
参
画
の
行
政
運

営
、
事
務
事
業
再
評
価
の
実

施
、
民
間
活
力
と
新
た
な
事

業
手
法
の
導
入
の
五
項
目
で

あ
り
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き

予
算
編
成
を
行
っ
て
い
く
。

議
員

財
政
状
況
が
厳
し
い

折
、
予
算
編
成
方
針
で
特
に

留
意
し
た
点
は
何
か
。

市
長

「
市
民
参
加
・
参
画

の
行
政
運
営
」
で
あ
り
、
市

民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
的
確

に
対
応
で
き
る
行
政
運
営
を

実
現
す
る
た
め
、
市
民
の
目

線
に
立
ち
、
市
民
参
加
・
参

画
を
得
て
、
市
民
と
協
働
し

た
事
業
の
展
開
を
図
る
こ
と

と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

議
員

市
長
の
キ
ー
ワ
ー
ド

に
は
、
平
和
事
業
の
推
進
が

あ
っ
た
と
思
う
が
、
こ
の
点

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

市
長

平
和
事
業
の
予
算
は

さ
ら
に
充
実
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員

今
回
の
組
織
改
革
で

は
担
当
部
長
、
担
当
課
長
と

い
う
新
し
い
職
制
の
設
置
も

行
っ
て
い
る
が
、
組
織
の
肥

大
化
と
な
ら
な
い
か
。

市
長
・
助
役

新
た
な
職
制

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
事
務

事
業
を
効
果
的
、
効
率
的
に

処
理
す
る
た
め
で
あ
る
。
職

制
も
ス
リ
ム
化
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
担
当
部
課
長
は

限
定
的
と
し
、
今
後
、
参
事

の
発
令
は
行
わ
な
い
。

議
員

新
た
な
職
制
を
設
け

る
こ
と
に
よ
り
人
件
費
が
増

加
す
る
の
で
は
な
い
の
か
。

市
長

定
期
昇
給
に
よ
る
給

料
・
手
当
等
の
増
加
は
あ
る

が
、
職
制
を
限
定
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
直
ち
に
増
加
に

つ
な
が
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

災
害
時
の
体
制
一
本
化

議
員

本
市
の
防
災
対
策
は
、

縦
割
り
行
政
の
中
で
行
わ
れ

て
い
る
が
、
地
震
対
策
と
風

水
害
対
策
の
危
機
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
整

合
性
の
あ
る
組
織
体
制
と
な

っ
た
の
か
。

市
長

防
災
安
全
部
を
新
た

に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
安
全
安
心
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
。
風
水
害

対
策
は
、
議
会
か
ら
の
意
見

を
尊
重
し
、
防
災
安
全
部
の

所
管
と
し
た
。

議
員

防
災
安
全
部
の
新
設

に
当
た
り
、
災
害
時
に
お
け

る
指
揮
命
令
系
統
な
ど
の
総

合
調
整
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
る
の
か
聞
き
た
い
。

市
長

災
害
時
に
は
災
害
対

策
本
部
が
設
置
さ
れ
る
が
、

組
織
改
革
に
あ
わ
せ
た
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
が
必
要

と
な
る
の
で
、
そ
の
中
で
早

急
に
見
直
し
を
行
い
、
必
要

な
措
置
を
講
じ
て
い
く
。

議
員

災
害
対
策
本
部
に
お

け
る
企
画
部
長
と
防
災
安
全

部
長
の
役
割
分
担
は
ど
う
な

る
の
か
。

助
役

こ
れ
ま
で
災
害
時
に

企
画
部
長
は
、総
合
対
策
班
、

秘
書
班
、
広
報
班
、
職
員
班
、

初
期
対
応
班
、
総
合
防
災
基

地
、
地
域
拠
点
基
地
の
七
つ

の
分
野
を
統
括
し
て
い
る

が
、
防
災
安
全
部
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
防
災
安
全

部
長
は
指
令
的
な
機
能
を
、

企
画
部
長
は
そ
の
他
の
事
務

部
門
や
組
織
の
調
整
機
能
を

担
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

市
民
参
画
の
視
点
で
施
策
を
展
開

16
年
度
開
始
の
第
3
次
実
施
計
画

事
業
選
定
の
経
過
尋
ね
る

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
目
指
し

防
災
安
全
部
を
新
設

本
会
議
で
総
括
質
問

本
会
議
で
総
括
質
問�

を
行
っ
た
議
員

を
行
っ
た
議
員�

本
会
議
で
総
括
質
問�

を
行
っ
た
議
員�

○
平
塚
ク
ラ
ブ

吉
野
和
美
・
杉
山
善
彌
・

須
藤
量
久
・
黒
部
栄
三
・

臼
井
照
人
・
落
合
克
宏

○
平
塚
な
で
し
こ
21
議
員
団

山
原
栄
一
・
栗
田
己
好
・

水
野
泰
助

近年になく厳しい財政状況�近年になく厳しい財政状況�近年になく厳しい財政状況�

市政運営の基本姿勢をただす�

○
公
明
党
平
塚
市
議
員
団
　

�
w
梨
孝
治
・
永
田
美
典
・

松
崎
清
子

○
日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会

議
員
団

松
本
敏
子
・
田
中
幸
雄

○
神
奈
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
動

武
藤
馨
子

○
こ
の
ほ
か
、
ひ
ら
つ
か
企

画
室
、
ひ
ら
つ
か
市
民
の

党
、
市
政
ク
ラ
ブ
の
議
員

も
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

市の組織
再　編

就
任
後
初
の
当
初
予
算
編
成

市
長
の
方
針
聞
く

新総合計画
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